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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、KELCH-1類似ドメインとBTB/POZドメインを含むタンパク質をコードしています。Kelch類似ECH関連タンパク質1は、NF-E2関連因子2と酸化還元感受性に相互作用し、細胞質内でのタンパク質の解離に続いてNF-E2関連因子2が核へ輸送されます。この相互作用の結果、γ-グルタミルシステイン合成酵素の触媒サブユニットが発現します。この遺伝子には、同じアイソフォームをコードする2つの選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2008年7月],疾患：KEAP1の欠陥は乳がんの原因となる可能性がある。,疾患：KEAP1の欠陥は、非小細胞肺がん（NSCLC）および肺腺がんに関与している可能性がある。,ドメイン：Kelchリピートは、NF2L2/NRF2、BPTF、およびPGAM5との相互作用を媒介する。,酵素制御：PGAM5のユビキチン化とそれに続く分解は、酸化ストレスおよびスルフォラファンによって阻害される。,機能：NFE2L2/NRF2を細胞質に保持する。CUL3とRBX1によって形成されるE3ユビキチンリガーゼ複合体の基質アダプタータンパク質として機能する。 NFE2L2/NRF2 を標的とし、プロテアソームによるユビキチン化と分解が行われ、その結果、転写活性が抑制され、抗酸化応答エレメントを介した解毒酵素遺伝子の発現が抑制されます。また、BPTF を細胞質に保持することもあります。PGAM5 を標的とし、プロテアソームによるユビキチン化と分解が行われます。,PTM:ユビキチン化され、プロテアソームによる分解を受けます。,類似性:1 つの BACK (BTB/Kelch 関連) ドメインを含みます。,類似性:1 つの BTB (POZ) ドメインを含みます。,類似性:6 つの Kelch リピートを含みます。,細胞内局在:細胞質と核の間を往復します。,サブユニット:ホモ二量体。NF2L2/NRF2 の N 末端調節ドメインと相互作用します。BPTF および PTMA と相互作用します。CUL3 と相互作用します。 KEAP1、CUL3、RBX1を含む複合体の一部。PGAM5と相互作用する。,組織特異性：広範囲に発現し、骨格筋で最も高い発現レベルを示す。,
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	Keap1ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析。抗体は1:1000に希釈した。二次抗体は1:20000に希釈した。
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